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「ＤＸキャリアチャレンジ」を行う必要性

時代の到来

気候変動や未知の伝染病、災害

多様な人々と協働しながら主体的・

創造的に活躍できる児童を育成
生活・総合的な学習の時間

自ら課題を発見し、地域の人的・物的資源と

直接またはオンラインでつながりながら協働

的に課題解決を行う

教科横断的な課題解

決学習

地域の方々と協働しな

がらの課題解決学習

「始動人」の育成

SDGｓ



DXキャリアチャレンジ

「ＤＸキャリアチャレンジ」組織図

地域の方々と協働しながらの課題解決学習

「ゲストティーチャー」（以下 ）
による課題への出会い（ 学期）

PTA本部

DXキャリアチャレンジCO

SDGｓ学習サポーターGT

学校

GIGAスクール支援員

ICT業者サポーター
関係者会議

STEAM教育



プレゼン GTからの
アドバイ
ス

GT

DXキャリアチャレンジイメージ(オンライン)

Web会議システムで
視聴と助言

保護者や
地域の方

オンデマンド配信で参観

授業中の児童



タイムスケジュールの共有

遠く離れたGTとの打合せは、
なかなか難しいです。そこで、
教師側がこんなことを話してほ
しいという要望が必要となって
きます。

授業開始時刻だけで
なく、接続開始時刻
やGTがどのようなタ
イミングで話すのか
を知らせておくとス
ムーズです。



①課題の設定
第1サイクル④の学習をもとに新た
な課題を設定する

②情報収集
夏季休業中の課題にタブレットや保
護者の携帯での情報収集を設定する

③整理・分析
夏季休業中に調べた事・体験した事
を整理し、ジグソー法等で交流する

④まとめ・表現
DXキャリアチャレンジオンラ

インによりGTに向けて発表し意見
や助言をもらう。オンラインでの保
護者参観を行う

①課題の設定
各教科の学習や総合的な学習の時間
をもとに自己課題を設定する
学習サポーターからの視点の紹介

②情報収集 ③整理・分析
書籍やインターネットで調べ、ジグ
ソー法で交流する
○必要なリテラシーを身につける

④まとめ・表現
プレゼンテーション等により学習し
たことを学習サポーターに発表する◇助言をもとに改善点や新たな課題
の視点について学ぶ

①課題の設定
第２サイクル④の学習をもとに発展的な課
題を設定する

②情報収集 ③整理・分析
これまでの学習を振り返り、交流しながら、
整理・分析する
学習サポーターからの助言

④まとめ・表現
学習サポーター、GT、保護者、

地域の方を対象に発表を行う

QRコードで配信と意
見の集約

各学年の学習過程(例)
①課題の設定 ②情報の収集
③整理・分析 ④まとめ・表現

はDXキャリアチャレンジ
○は情報リテラシー

第1サイクル

第２サイクル

第３サイクル

DX

DX

DX

DX

DX

DX

「基礎的汎用的
能力」の育成

STEAM教育





学習過程 ２年生活科

①まちたんけんの課題を設定
する
どうして、保育園は一階建てなんだろう。

駅では、どんなお仕事をしているんだろ

う。

②まちたんけんに行く
まちで、こんな「はっけん」をしたよ。
タブレットで写真を撮っておこう。

③④整理・分析をする
お仕事について、たくさんの「はっけ
ん」があったな。スライドにまとめ
よう。

①地域のすてきを伝える計画
について話し合う
まち探検で見つけた「はっけん」や「は
てな」を知らせたいな。だれに、どうや
って伝えようかな。

②まとめたスライドを
に発表して助言をもらう

地域の人が、どんな思いで、お仕事をし
ているのか聞けてよかったな。自分にで
きることはないかな。

③④ の助言を受けて
スライドを加除修正する
から聞いたことを付け足そう。発表の

時の録画をもう一度見てみよう。「はっ
けん」がよく伝わる写真はどれだろう。
自分で考えたことを、スライドに入れて
みんなにも広めていきたいな。

①地域の人を招待する計画に
ついて話し合う
「まちのすてき発表会」のために、招待

状を作りたいな。誰を呼ぼうかな。

②③招待状を作成して、
発表会の練習をする

もうすこし、大きい声のほうがいいよ。
写真の説明を入れたほうがわかりやすい
かもしれないな。

④「まちのすてき発表会」
をする

「まちのすてき」を伝えられたよ。わか
ってもらえてうれしいな。

単元をふりかえる
地域の人のお仕事や思いが分かったよ。
私たちの生活は、たくさんの人に支えて
もらっているんだな。

①課題の設定 ②情報の収集
③整理・分析 ④まとめ・表現
下線部はICT活用

第1サイクル

第２サイクル

第３サイクル



学習過程 年総合

①探究課題の設定
世界や日本は、どうして環境問題や人権問

題が起きているのだろう。みんなが幸せで

仲良く過ごせる未来になってほしいな。

②情報の収集
インターネットや本だけでなく、アンケー
ト調査やリモートでインタビューをして、
いろいろな調べ方ができたよ。

③④スライドの作成と発表
スライドに調べた内容をまとめて、自分の
課題が解決できるようにしたいな。このま
まで大丈夫かな。一度、GTの方にもできあ
がったスライドを見てもらって、もっとわ
かりやすいスライドにしたいな。

①課題の見直しと再設定
のアドバイスとこれまでの学習を基に

して、みんなが幸せで仲良く過ごせるよ
うにするために、自分ではどんなことが
できるかな。

②③スライドの加除修正
夏休み中に、海洋汚染について本で調べ
てみようかな。自分の課題がよく伝わる
写真はどれだろう。どんな言葉で説明す
ると、伝わるかな。

④まとめ・表現
や家族にも見てもらって、自分の考え

を知ってもらいたいな。自分の気持ちも
発表に入れよう。自分でも、もう少し調
べてみたいな。発表の時の録画をもう一
度見てみよう。

①課題の見直しと再設定
アドバイスをもらって、解決方法を探し
てみよう。プラスチックを減らす理由も
調べてみよう。

②③スライドの加除修正
自分で考えた解決方法のメリットとデメ
リット、実現できるかや可能にするため
の方法をもう一度じっくりと考えてみよ
う。

④未来への提言の発信
みんなが幸せで仲良く過ごせる未来をつ
くるために、プラスチックをなるべく使
わないようにしていきます。

④単元をふりかえる
世界や日本での問題がニュースなどで取
り上げられている理由がわかったな。課
題を解決するために、みんなもいろいろ
な方法を考えていたな。これからの生活
で少しずつ意識していこう。

①課題の設定 ②情報の収集
③整理・分析 ④まとめ・表現

下線部はICT活用

第1サイクル

第２サイクル

第３サイクル



各学年の実践



生活科・総合



２年生活「もっと なかよし まちたんけん」

保育園グループ

２回目のまちたんけんへ行き、
仕事内容を写真や動画で
記録に残す場面

給食センターグループ



２年生活「もっと なかよし まちたんけん」

町たんけんで発見した
「大間々町のすてき」を
スライドにまとめる場面

交番グループ

赤城駅グループ

児童の作成した
スライド



３年総合「みどり市のよいところ」

観光課の方に、こ
れからのみどり市
の魅力度アップの
方針を聞く場面



４年総合「さまざまな立場の人々」

SDGｓ学習サポー
ターの講演を実施
し「情報収集」を
する場面



４年総合「さまざまな立場の人々」

児童の発表前にＧＴか
ら自己紹介をしてもら
っている場面



５年総合「SDGｓ環境保全」

自分たちの調べた環境に関する内
容を学習支援ソフトを用いてまと
めて、ＧＴに発表している場面



５年総合「SDGｓ環境保全」

児童の発表についてGT
からアドバイスをいた
だいている場面



６年総合「SDGｓで描く、よりよい未来」

SDGs特に環境に特化し
て学習サポーターから
話を聞き「探究課題」
を設定する場面



４、６年総合「SDGｓで描く、よりよい未来」

GTから話を聞き「情報
収集」をする場面



各教科



３年国語「毛筆 土」

電子黒板を用いて教師の筆
使いを拡大して見せる場面



５年算数「割合」

線分図を用いて、どちらが多
いか考え、プログラミングさ
れたスクラッチに数値を入力
すると割合がグラフで表れ、
自分の解答が合っているか可
視化している場面



6年理科「太陽と月の形」

月の見え方を電子黒板を用い
て、自分の考えを書き、相手
に伝える場面



成果
・ICT機器の導入により時間的・空間的制約がなくなった。
・児童が様々な職種の方の考え方にふれることで、多様な価値観や多面的な考え方の習得につながった。
・児童がＳＤＧｓについて考え、スライドにまとめることで、情報収集や自らの考えの発信ができる児
童が増えた。

・児童はＳＤＧｓの視点や発表原稿を作ってからも、校正と推敲を児童自ら繰り返し、よりよい発表を
しようとしていた。

課題
・通信環境や機材の不具合が起きないように入念に準備することが必要。
・ICTの研修にかかる時間が多くなってしまい、一時的に教員の多忙感につながってしまったが、
扱いに慣れてくる来年度は、機器操作に関する研修の時間を少なくしていきたい。

・電子黒板が各クラスに配置されることで、児童の移動時間も教師の負担も少なく、さらに効
果的な活用ができるようになると考えられる。

成果と課題



公開授業 研究協議の視点

自らの考えを深められる児童の育成のために
ICTを活用したことは、有効であったか。

本校の研修主題 自らの考えを深められる児童の育成
～「『はばたく群馬の指導プランⅡ』ICTVer.」を活用した授業実践を通して～



ご清聴ありがとうございました。



諸連絡


